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第１章 延伸地域の現状及び動向の整理と

鉄道導入により期待される効果

１．１ 延伸地域の現状及び動向の整理

１２号線延伸地域（以下「延伸地域」という。）の現状や諸動向を整理し、延伸地域の特性と課

題を明らかにするとともに、需要予測の前提となる諸条件の整理を行った。

なお、本調査では、延伸地域の範囲を、１２号線の延伸によって人の流れや土地利用に変化が

及ぶと考えられる練馬区北西部、新座市、清瀬市北部とした。

１．１．１ 延伸地域の現状の把握

既存資料・データ等から、交通や土地利用に関する延伸地域の現状を把握した。

⑴ 延伸地域の地理的特性

① 東京都心・副都心との位置関係

図１－１ 延伸地域の位置（広域）

資料）国土数値情報 鉄道データ（国土交通省）、全国デジタル道路地図データ（２０１１年）

○延伸地域は、新宿からおおむね１０～２０km 圏内（東京駅からは１５～２５km 圏内）に位

置しており、東京都心・副都心に比較的近い位置にある（図１－１）。
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② 地形・地質条件

図１－２ 東京都・埼玉県南部地域の地形

資料）国土数値情報 、基盤地図情報（国土交通省）、全国デジタル道路地図データ（２０１１年）

図１－３ 東京都・埼玉県の土地条件図

資料）土地条件図（国土地理院）

○延伸地域は、古い年代に形成され地盤が強固な洪積台地である武蔵野台地上に位置しており、

また、海や氾濫のおそれのある河川の影響を受けにくい位置にあるため、地震や水害等の災害

に対して比較的強い（図１－２、図１－３）。
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⑵ 延伸地域における主要施設の立地状況（医療機関、商業施設）

図１－４ 東京都・埼玉県南部地域における第三次救急医療機関及び商業施設の立地状況

資料）国土数値情報 鉄道データ（国土交通省）、全国デジタル道路地図データ（２０１１年）

⑶ 延伸地域における交通施設の整備状況・サービス状況

① 鉄道及び路線バスの整備状況

図１－５ 延伸地域における鉄道及び路線バスの整備状況 資料）国土数値情報（国土交通省）

○延伸地域とその周辺は、第三次救急医療機関の空白地域となっている。また、大規模な商業

施設の立地も少ない（図１－４）。
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※ 第三次救急医療機関

救急医療には、病気やけがの症状の度合い

に応じた体制（初期、第二次、第三次）が整

備されており、第三次救急医療機関は、生命

の危機が切迫している重篤患者に対応するも

ので、集中治療室などを備えておくことが要

件となっている。

○延伸地域は、西武池袋線、東武東上線及びＪＲ武蔵野線に囲まれ、各鉄道路線の駅を起点と

して周辺部へ路線バスが配置されている。延伸地域の住民は、徒歩で最寄駅へ行くことが困

難であるため、バスに頼っている状況である（図１－５）。
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② 駅勢圏の状況（徒歩圏）

図１－６ 延伸地域における鉄道空白地域の分布状況（駅勢圏１ｋｍと想定）及び人口密度

③ 東京都心・副都心へのアクセス性

図１－７ 現況における新宿駅への所要時間に関する比較

（延伸地域の所要時間については１２号線新駅近傍のバス停を起点として算出）

－●－：（仮称）大泉学園町（大泉風致地区停留所起点）→新宿の現況所要時間(４５分)と同程度の所要時間の駅

－●－：（仮称）新座中央（蓮光寺前停留所起点）→新宿の現況所要時間(５２分)と同程度の所要時間の駅

－●－：新座駅→新宿の現況所要時間(４１分)と同程度の所要時間の駅

○延伸地域である大泉地区から新座市中央部及び清瀬市北部は、最寄り駅から１ｋｍを超える鉄

道空白地域であるが、人口密度の高い地域が広く分布している（図１－６）。

○現況の延伸地域から新宿駅までの所要時間を他の鉄道路線に当てはめると、川越や狭山市など

まで到達できる範囲に相当し、延伸地域の鉄道利便性、速達性の低さがうかがえる。（図１－７）。

資料）平成２２年国勢調査、国土数値情報 鉄道データ（国土交通省）、全国デジタル道路地図データ（２０１１年）
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④道路整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－８ 延伸地域の現況道路網 

資料）国土数値情報 鉄道データ、全国デジタル道路地図データ（２０１１年） 

○延伸地域中央部を関越自動車道が貫き、北側に国道２５４号、東側に東京外環自動車道が位

置し、これらを補完するように都道、県道が位置している（図１－８）。 
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⑷ 延伸地域の交通実態 

既往調査（東京都市圏パーソントリップ(ＰＴ)調査、大都市交通センサス及び道路交通  

センサス）を基に、延伸地域の交通実態を把握し、当該地域の交通特性を明らかにした。 

 

※ 東京都市圏パーソントリップ(ＰＴ)調査 

人(パーソン)の１日の行動(トリップ)に着目し、出発地・目的地、移動目的、利用交通手段、移動時刻などの交通実態

を把握する調査のことで、東京都市圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県・茨城県南部）において、国土交通省を中心

に１０年ごとに実施されている。 

 

※ 大都市交通センサス 

首都圏、中京圏、近畿圏の三大都市圏における鉄道、バス等の公共輸送機関の利用実態を把握する調査のことで、国土

交通省を中心に５年ごとに実施されている。 

 

※ 道路交通センサス 

自動車の利用実態や道路現状を把握する調査のことで、国土交通省によりおおむね５年ごとに全国一斉に実施されている。 

 

 

① 交通手段利用割合（代表交通手段分担率） 

○延伸地域では、周辺と比べて鉄道分担率が低く、自動車分担率が高くなっている（図１－９、

図１－１０）。 

 

【鉄道分担率】 

・練馬区のうち東京都心・副都心に近い地域、また、新座市北部の志木駅周辺地区で３０％以

上となっている。 

・練馬区西部地域や新座市北部地域、清瀬市で２０％～３０％となっている。 

・新座市南部地域では、１０％～２０％と周辺に比べて低くなっている。 

  

【自動車分担率】 

・練馬区のうち唯一、大泉学園町地区が２０％を超えており、その他の地区は２０％未満である。  

・新座市の中央部で３０％～４０％と周辺に比べて高くなっている。 

・清瀬市では、清瀬駅周辺地区が１０％～２０％、北部地域などでは２０％を超えている。 

※ 代表交通手段とは 

・ある目的を持って、出発地から到着地へ複数の交通手段を乗り継いで移動した際、その

中で利用した主要な交通手段を代表交通手段とする。 

・代表交通手段は、①鉄道、②路線バス、③自動車、④バイク、⑤自転車、⑥徒歩といっ

た優先順位により設定する。 

例：自宅→(徒歩)→バス停→(路線バス)→駅→(鉄道)→駅→(徒歩)→会社 

⇒ この場合、代表交通手段は鉄道 

・分担率とは、代表交通手段の合計値に対する各代表交通手段の割合である。 

 



 ９ 

 
図１－９ 代表交通手段・鉄道の分担率（平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査） 

 

 

 
図１－１０ 代表交通手段・自動車の分担率（平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査） 

 

凡 例 

     ５０％以上 
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     １０％以上２０％未満 

     １０％未満 

凡 例 

     ５０％以上 
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     ２０％以上３０％未満 

     １０％以上２０％未満 
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② 地域間交通量＜通勤通学目的（代表交通手段合計）＞ 

○延伸地域を出発する通勤通学目的の行先は、東京都心・副都心や隣接地域などが多くなっている（図１－１１） 

○延伸地域を到着地とする通勤通学目的の出発地は、隣接地域が多く、東京都心・副都心は少ない。（図１－１２） 

 

図１－１１ 通勤通学目的の地域間交通量（全代表交通手段）（延伸地域からの行先分布） 

 

図１－１２ 通勤通学目的の地域間交通量（全代表交通手段）（延伸地域への出発地分布） 

凡   例           
 4,000 ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上 

 3,000 以上 4,000 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 2,000 以上 3,000 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 1,000 以上 2,000 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 500以上 1,000 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 300以上  500 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 100以上  300 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 1 以上  100 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 トリップ無し 

 １２号線延伸沿線ゾーン 

資料）平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査 
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③ 地域間交通量（代表交通手段別） 

○鉄道利用の相手先は、東京都心・副都心など、おおむね山手線内側の地域や、都営大江戸線・西武池袋

線・東武東上線の沿線地域、また、府中市などＪＲ武蔵野線沿線地域で多くなっている（図１－１３）。 

○自動車利用の相手先は隣接地域が多く、おおむね同心円状に広がっている（図１－１４）。 

 

図１－１３ 代表交通手段・鉄道地域間交通量（延伸地域からの行先＋延伸地域への出発地分布） 

 

図１－１４ 代表交通手段・自動車地域間交通量（延伸地域からの行先＋延伸地域への出発地分布） 

凡   例           
 4,000 ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上 

 3,000 以上 4,000 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 2,000 以上 3,000 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 1,000 以上 2,000 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 500以上 1,000 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 300以上  500 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 100以上  300 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 1 以上  100 ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満 

 トリップ無し 

 １２号線延伸沿線ゾーン 

資料）平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査 
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④ 地域別の利用駅 

○延伸地域における現在の鉄道利用は、主に西武池袋線やＪＲ武蔵野線の利用が多くなっている。 

なお、都営大江戸線を最も利用する地域は、練馬区土支田地区までの範囲である（図１－１５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１５ ゾーン別最多利用駅の鉄道路線（※延伸地域のみ図示） 

資料）平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査 

 

 

西武池袋線 

 

東武東上線 

 

ＪＲ武蔵野線 

 

凡 例 

※各地域で最も利用の多い鉄道路線 

     ＪＲ武蔵野線 

     都営大江戸線 

     練馬駅（都営大江戸線又は 

西武池袋線） 

     西武池袋線 

     メトロ有楽町線 

     東武東上線 

     西武新宿線 
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⑤ 鉄道駅端末交通手段（出発地から駅までの交通手段と駅から目的地までの交通手段） 

○都営大江戸線利用者の多くは、徒歩や自転車によって駅へアクセスしている。一方、ＪＲ武蔵野線

や西武池袋線、東武東上線では、駅アクセスにおいて路線バスや自動車利用も比較的多くなってい

る。（図１－１６～１８） 

○これらから、現在の都営大江戸線の勢力圏はおおむね徒歩・自転車圏内といった狭い圏域になって

いると見られる。 

 

■駅別・端末交通手段割合 【都営大江戸線、ＪＲ武蔵野線】 
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図１－１６ 鉄道駅別・端末交通手段割合（乗降計）（都営大江戸線、ＪＲ武蔵野線） 

資料）平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査 

注）パーソントリップ調査では、同一駅名の場合、路線の区分がなされておらず、練馬駅は西武池袋線が含まれていることから、次ペ

ージに記載した。 
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つくば

新木

南守谷

戸頭

取手

中妻

北 水海道

東川 口 越 谷レイクタウン

武里

研 究学園

せ んげん台

みらい平

みどりの

一ノ割

万博 記念公園

大 袋

守 谷

吉川

柏 たな か

南越 谷

柏の葉 キャンパス

北春 日部

春日部

三妻

越 谷

南石 下

下 妻

北 越谷

大宝

玉村

宗 道

清水公 園

七光台

小絹

八木 崎

梅 郷

運河

藤 の牛島 川間

愛宕

騰波ノ 江

南桜井

新 取手

稲戸 井

水海 道

石 下

寺原

西取 手

江戸川台

初石

新守谷

北柏

野 田市

北松戸

馬橋

北 小金

常盤 平

新松戸

松戸 新田

松戸

南柏

八柱

我孫 子

鎌ヶ谷 大仏

天王台

初富

亀有

新 鎌ヶ谷

金町

二和向 台

流 山

北千住

北初 富

く ぬぎ山

西新 井

三 咲
京 成高砂

五香

元山

見 沼代親水 公園

舎 人

舎 人公園

谷 在家

西新井 大師西

柴又

戸塚安行

江北

高野

八潮

三郷中央

足立小 台

流 山おおたかの 森

南流 山

矢切

青井

六町

新柴 又

谷塚

草加

梅島

松原団 地

蒲生

新 田

東松戸

市川大 野

五 反野

新三郷

小菅

三郷

竹ノ 塚

東我孫 子
湖北

大師 前

増尾

新柏

高柳

六実

鎌ヶ谷

逆井

北綾瀬

綾瀬

豊四季

白井
小 室

大町

西白井

扇 大橋

鰭ヶ崎

松飛台

小金城 趾

平和 台

秋 山
北国 分

千葉

千葉

八千 代中央

市役所前

上総 村上

みどり台

西登戸

京成 大和田

西 千葉

神保町

東京

神 田

飯田橋 水道 橋

西 船橋

市川塩浜

南船 橋

根津

押上

京成津 田沼

青砥

上野

尾久

東京

西日暮 里

日暮 里

鶯谷

御徒町

浜 松町

新 橋

御茶ノ 水

木更 津

五井

稲毛

津田沼

船橋

市川

新小岩

有 楽町

田 町

曳舟

熊野前

赤土小学 校前

豊洲

新豊洲

市場前

有明テニスの 森
芝浦ふ 頭

日 の出

汐留

有明

国際展 示場正門

台場
青海

船 の科学館

テレコムセンター

東京ディ ズニーランド

ベイサイド･ステーショ ン

船橋日大 前

北習 志野

飯 山満

東海神

新船橋

塚田

馬込 沢

亀戸

小村井

東あずま

浅草

堀切

鐘ヶ淵

東向島

牛田

船橋 法典

青 堀

長浦

姉ヶ崎

君津

大貫

佐 貫町

袖ヶ浦

巖 根

上中里

浅 草橋 錦 糸町

本 八幡

馬喰町

平井

両国

小 岩

下総 中山

東船橋

幕張

幕張本 郷

新検見川

南 千住
三河島

田端駒 込

稲 毛海岸

新浦安

八丁堀

潮見

越中島

新木場
葛西 臨海公 園

二俣新 町

海浜幕張

検見川 浜

新習志野

横 田

東清川

俵 田

平山

久留 里

祗 園 上総清 川

上 総松丘

下 郡

上 総亀山

小櫃

馬来田

東 横田

品 川シーサイド

天王 洲アイル

南砂 町
東陽町

東大島

南 行徳

浦 安

東銀座

妙典

原木中山

船堀

木場

蔵 前

本 所吾妻橋

門前仲 町

茅場町

人 形町

霞ヶ関

本 郷三丁目 篠崎

瑞 江

半 蔵門

虎ノ門

東雲

菊 川

稲 荷町
田原 町

京橋

末広町

住吉

水天宮前
清澄白 河

神 谷町

森下

秋葉原

小 伝馬町

一之 江

入谷

三ノ 輪

町屋

芝公園

新御茶ノ 水

整備場

流通 センター

昭和 島

大井競 馬場前

天 空橋

勝どき

羽田空港 第2ビル

新整備 場

桜田門

浅 草

八 広

永 田町

四ツ木

京成 立石

月 島

海神

京成西 船

大 神宮下

京成大久 保
実籾

谷津

八 千代台

辰巳

船橋競馬 場

千住 大橋 京 成小岩

堀 切菖蒲園

東 中山

鬼越

京成中 山

新三 河島
国府 台

江戸川

春日

市川 真間

溜 池山王

お花 茶屋

千石

京成八幡

菅野

白山

東大前

本 駒込

西大 島

小島新 田

新馬 場

鮫洲

竹橋 大 島

滝不動

高根 公団

高 根木戸

行徳

前原

葛西

薬 園台

習 志野

西葛西

都 庁前2

練馬練馬

要町

池袋

板橋

大宮

西 荻窪 荻窪

新大久保

代々木

阿佐ヶ谷 高円寺

高 田馬場

中野

大塚
池袋

目白

東中 野

巣 鴨

上尾

宮原

四ツ谷

北上尾

桶川

市ヶ谷

三鷹

赤 羽岩淵

東新宿

西新宿 五丁目

東 武動物公 園

新宿

中野坂 上

小竹 向原

若松 河田

和 光市

さいたま新都 心

浦 和

赤 羽

中井

落合 南長崎

新江古 田

光 が丘

練馬 春日町

豊 島園

曙橋

中浦和

地 下鉄成 増

地下 鉄赤塚

平和台

板橋本町

氷 川台

西 巣鴨

本蓮沼

志 村坂上

千 川

板橋 区役所前

西高島平

要 町

西台
高島 平

蓮根

西早稲田

北大宮

大宮公園

大和田

東岩槻

護国寺

豊春

七里

江戸川 橋

岩槻

栗橋

杉戸高野 台

南栗橋

幸手

柳生

新古河

朝 霞台

王子

朝霞

柳瀬川

志茂

王子神 谷

志 木

落合

東 武練馬

早稲田
神楽 坂

上板橋

方南町

ときわ 台

中 野富士見 町

北 池袋

中板橋

大山

花崎

加須

鷲宮

久喜

東高円寺

新宿御 苑前

西新 宿

南阿佐ヶ谷

和戸

新中 野

姫宮

南 浦和

新 大塚

東浦和

茗荷 谷

西 浦和
武蔵 浦和

富士見ヶ丘

川 口

北浦和

久我 山

吉祥寺

三鷹 台

井の頭公 園

西川口

浦和 美園

与野

川 口元郷

鳩ヶ谷

新井宿

戸田
南鳩ヶ谷

南与野

戸田公 園

伊奈中央

志久

東十条

羽貫

原市

沼 南

与 野本町

内宿

加茂 宮

丸山

北 戸田

東宮原

今 羽

吉 野原

浮間舟 渡

北 赤羽

北 与野

蓮田

土呂

新井薬 師前

東大宮

沼袋

新白 岡

井荻
都立家 政

野方

白岡

下 井草

東 鷲宮

下落合

古河

東 伏見

上井草
武蔵 関

上 石神井

新桜台練馬高 野台

池袋
椎 名町

江 古田

東長崎

中村橋

指扇

日進

大泉 学園

石 神井公園

保谷

十条

千駄ヶ谷 信 濃町

泉 岳寺

目黒

白金台

渋 谷

大崎

恵 比寿

池 尻大橋

五反 田

戸越銀 座

荏原中 延

北品 川

品川

初台

神泉
駒場東 大前

参 宮橋

代 々木八幡

中 目黒

学芸大 学

祐天寺

武蔵 小山

西小 山

不動 前

洗足

六本木

広尾

青 山一丁目

表参 道

原宿

乃 木坂

高輪台

五反田

北参 道

麻 布十番

白 金高輪

二子 玉川

東北沢

用 賀

駒沢 大学

三軒茶屋

桜新町

上野 毛

宮の坂

山 下

上 町
若林

松 原

下 高井戸

芦花 公園

仙 川

柴崎

つつじヶ丘

千歳烏 山

代田橋

明大 前

永福町

桜上 水

千歳船橋

幡ヶ谷

東松原

和 泉多摩川

登 戸

笹塚

喜多見

祖 師ヶ谷 大蔵

浜田 山

狛江

向ヶ丘遊園

西永 福

上北沢

成城学園 前

下北 沢

都 立大学

経堂

宿 河原

久地

梅ヶ丘

京急 川崎

川崎
尻 手

雪が谷 大塚

御嶽山

久が 原

千鳥町

石 川台

洗足 池

蓮沼

旗の 台

池上

長原

蒲田

北千 束緑が丘
大 井町

中延

八丁畷

花月園 前

京急鶴 見

鶴見市場

平和島

六郷 土手

京急蒲田

梅屋敷

雑色

大森町

立会川

川 崎大師

矢 口渡

大 森海岸

鶴見小 野

沼 部

扇町

浅野

浜川崎

安善

昭和

鵜 の木

新芝 浦

大川

武 蔵新田

奥 沢 西 大井

糀谷

西馬 込

鹿島 田

矢向

馬込

大 鳥居

川 崎新町

多 摩川

日吉

元住吉

武蔵 小杉

新丸子

田園調 布

都筑ふ れあいの丘

センター南

宮崎 台
宮前 平

梶 が谷

溝の口

鷺沼

二 子新地

高津
九品仏

等々力

新横 浜

生麦

片 倉町

岸根 公園

北 新横浜

新 羽

センター 北

鴨 居

仲 町台

大倉 山

菊名

平間

武 蔵新城

武蔵中原

妙蓮寺

向河 原

白楽

綱島

津田 山

中川

日吉 本町

大 口

高田

東山田

北 山田

小机

上 永谷

横浜

蒔 田

堀ノ 内

弘明寺

金 沢八景

上大岡

東神奈川

保土ヶ谷

三ツ沢下 町

横浜

高島 町

桜 木町

新子安 海 芝浦

港南 台

根岸

磯子

市 大医学部

産 業振興センター

福浦

幸浦

並木中央

洋光台

並木北

新 杉田

鳥 浜

関内

石 川町

山 手

南部市 場

八 景島

逗子

野島公園

田浦

東 逗子

横須賀

海の 公園南 口

久 里浜

衣 笠

京急久里 浜

北 久里浜

東白楽

反町

西谷

星 川

新大 津

上 星川

和 田町

神武寺

天 王町

六浦

安針 塚

京急 大津

県立大 学

子安

杉田

馬堀海岸

追 浜

浦賀

能見 台

汐 入逸 見

黄金町

日本 大通り

元町・中華 街

金沢文 庫

新高島

日ノ出 町

井 土ヶ谷

神 奈川新町

京 急田浦

京 急富岡

吉野 町

屏風浦

神奈川

港南中 央

高 麗川

鴻 巣

北本

高麗川

北鴻 巣

羽 生

南羽生

吹上

熊谷

一 本松

西 大家

南 古谷

坂 戸

行田

川角

ひろせ野 鳥の森

西 羽生

森林公園

東 松山

上 熊谷

川 越市

北 坂戸

新郷

武州荒木

鶴ヶ島

川越

高坂

石原

霞ヶ関

東行田

持 田

行 田市

ふじみ野

若 葉

狭山市

上福岡新狭山

西川越

つきのわ

笠 幡

的 場

南 大塚

武蔵 高萩

新河岸

国分 寺

西所 沢

西 武遊園地

萩山

小平

東村 山

昭島

東 中神

中 神

西 立川

熊川

恋ヶ窪

国分 寺

鷹 の台

小川

下 山口

西武 球場前

遊 園地西

入曽

所沢

航空公園

久米川

西武 柳沢

新所 沢

花小 金井 田無

八坂

青梅街 道

一橋学園

武 蔵大和

武蔵境

小手 指

清瀬

秋津

ひばりヶ丘

仏子

東久留 米

狭 山ヶ丘

入間市

武 蔵藤沢

高 松

西武 立川
武蔵砂 川

東 所沢

立 飛

西国 分寺

拝 島

新座

元加治

立川 北

みず ほ台

鶴瀬

東小金井武蔵小 金井

泉 体育館

国立

砂 川七番

桜街 道

玉川 上水 東大和市

東福生 上北 台

箱 根ヶ崎

吾野

東 武竹沢

寄居 玉淀

小川 町

武 蔵嵐山

鉢形

越生

武 州長瀬

武州 唐沢

東毛呂

金子

東飯能

毛 呂

男衾

丹荘

児 玉

松久

用 土

竹沢

折 原

明覚

奥 多摩

高麗

東吾野

武蔵横手

西吾野

正丸

芦ヶ久保

西武秩父

横 瀬

樋口
小前 田

永 田

長瀞

上 長瀞

武蔵 五日市
武蔵増 戸

大 野原

秋川
東秋留

武蔵引 田

御花畑

和銅黒谷

波久 礼

籠原

深谷

桜沢

本庄

岡 部

神保 原

大 麻生

親鼻

明戸

本庄 早稲田

武 川

牛 浜

青 梅

河 辺

石神前

二俣尾

武 州日野

御嶽

川井

武州中 川

日向和 田

小作

羽村

浦山 口

福生

軍 畑

野上

鳩ノ 巣

白丸

影 森

古里
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１４ 

■駅別・端末交通手段割合 【西武池袋線】 
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⑦大泉学園駅                   ⑧石神井公園駅 

 

 

 

 

 
 

⑨練馬駅 

 

 

 

 

 

 

図１－１７ 鉄道駅別・端末交通手段割合（乗降計）（西武池袋線） 

資料）平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査 

注）パーソントリップ調査では、同一駅名の場合、路線の区分がなされておらず、練馬駅には都営大江戸線利用者が含まれている。 
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恵比寿

池尻大橋

五 反田

戸越 銀座

荏 原中延

北品川

品川

初 台

神泉
駒場 東大前

参宮橋

代々木 八幡

中目黒

学芸 大学

祐天 寺

武 蔵小山

西 小山

不 動前

洗足

六本木

広尾

青山一丁 目

表 参道

原 宿

乃木坂

高輪台

五反田

北 参道

麻布十 番

白金高輪

二 子玉川

東北沢

用賀

駒 沢大学

三軒茶 屋

桜新町

上 野毛

宮の 坂

山下

上町
若 林

松原

下高井戸

芦花公園

仙川

柴 崎

つ つじ ヶ丘

千歳 烏山

代田 橋

明 大前

永福 町

桜上水

千歳船 橋

幡ヶ谷

東松 原

和泉多 摩川

登戸

笹塚

喜多 見

祖師ヶ谷大蔵

浜 田山

狛 江

向ヶ丘遊園

西 永福

上北 沢

成城学 園前

下 北沢

都立大 学

経堂

宿河原

久地

梅ヶ丘

京 急川崎

川崎
尻手

雪が 谷大塚

御嶽 山

久 が原

千鳥町

石川台

洗 足池

蓮沼

旗 の台

池 上

長原

蒲 田

北 千束緑が丘
大井町

中延

八丁 畷

花月 園前

京急 鶴見

鶴見市 場

平和島

六 郷土手

京急蒲 田

梅屋 敷

雑 色

大森 町

立会 川

川崎大師

矢口渡

大森海 岸

鶴見 小野

沼部

扇 町

浅野

浜川崎

安 善

昭和

鵜の木

新 芝浦

大 川

武蔵新田

奥沢 西大井

糀谷

西 馬込

鹿 島田

矢向

馬 込

大鳥居

川崎新町

多摩川

日吉

元住 吉

武蔵小杉

新丸子

田園 調布

都筑 ふれあいの 丘

センター 南

宮 崎台
宮 前平

梶が谷

溝の 口

鷺沼

二子新地

高津
九品 仏

等々 力

新 横浜

生麦

片倉町

岸 根公園

北新横浜

新羽

センター北

鴨居

仲町台

大 倉山

菊名

平間

武蔵新 城

武蔵中 原

妙蓮寺

向 河原

白 楽

綱 島

津 田山

中 川

日 吉本町

大口

高 田

東山田

北山田

小 机

上永谷

横浜

蒔田

堀ノ 内

弘明寺

金沢八景

上大 岡

東神奈 川

保土ヶ谷

三ツ沢 下町

横浜

高 島町

桜木町

新子 安 海芝浦

港 南台

根岸

磯子

市大医学 部

産業振興 センター

福 浦

幸浦

並木中 央

洋光 台

並 木北

新杉田

鳥浜

関内

石川町

山手

南部 市場

八景島

逗 子

野島 公園

田浦

東逗子

横須 賀

海の公園 南口

久里浜

衣笠

京急久 里浜

北久里浜

東白 楽

反町

西 谷

星川

新 大津

上星川

和田町

神武 寺

天王町

六浦

安 針塚

京 急大津

県立 大学

子安

杉 田

馬堀海 岸

追浜

浦 賀

能見台

汐入逸見

黄金町

日 本大通り

元 町・ 中華街

金沢 文庫

新高 島

日ノ 出町

井土ヶ谷

神奈川新 町

京急田 浦

京急富岡

吉野町

屏風 浦

神奈 川

港南 中央

高麗川

鴻巣

北本

高麗川

北 鴻巣

羽生

南羽 生

吹 上

熊谷

一本松

西大家

南古谷

坂戸

行 田

川 角

ひろせ 野鳥の森

西羽生

森林公 園

東松山

上熊谷

川越市

北坂戸

新郷

武州荒 木

鶴ヶ島

川越

高 坂

石原

霞ヶ関

東行 田

持田

行田市

ふじみ 野

若葉

狭山 市

上福 岡新狭山

西川 越

つきのわ

笠幡

的場

南大塚

武 蔵高萩

新河 岸

国 分寺

西 所沢

西武遊 園地

萩 山

小平

東 村山

昭島

東中神

中神

西立川

熊 川

恋ヶ窪

国分寺

鷹の台

小 川

下山口

西 武球場前

遊園地西

入曽

所沢

航空公 園

久米川

西 武柳沢

新所沢

花 小金井 田無

八坂

青 梅街道

一橋学 園

武蔵大和

武蔵境

小 手指

清瀬

秋津

ひばりヶ丘

仏 子

東久 留米

狭山ヶ丘

入間 市

武蔵藤 沢

高松

西 武立川
武蔵 砂川

東所沢

立飛

西 国分寺

拝島

新座

元 加治

立 川北

み ずほ台

鶴瀬

東小 金井武蔵 小金井

泉体育館

国立

砂川七 番

桜 街道

玉 川上水 東大和 市

東福生 上 北台

箱根ヶ崎

吾野

東武竹沢

寄居 玉淀

小 川町

武蔵嵐山

鉢形

越生

武州長瀬

武 州唐沢

東毛呂

金子

東飯 能

毛呂

男衾

丹 荘

児玉

松 久

用土

竹沢

折原

明 覚

奥多摩

高 麗

東吾野

武蔵 横手

西 吾野

正丸

芦ヶ久保

西武秩 父

横瀬

樋口
小 前田

永田

長瀞

上長瀞

武 蔵五日 市
武蔵 増戸

大野原

秋川
東秋 留

武蔵 引田

御花畑

和銅黒 谷

波 久礼

籠原

深谷

桜沢

本庄

岡部

神 保原

大麻生

親鼻

明戸

本 庄早稲田

武川

牛浜

青梅

河辺

石神 前

二俣 尾

武州日野

御嶽

川井

武州 中川

日向 和田

小作

羽村

浦山口

福生

軍畑

野上

鳩ノ 巣

白 丸

影森

古里

秩父

沢井

皆野

東 青梅

新百合ヶ丘

町 田

調布

新百 合ヶ丘

中山

川 和町

白糸 台

多磨

黒川

栗平

競 艇場前

小 田急永山

是政

はるひ 野

新小金 井

生田

あざみ野

こどもの国

恩田

長津 田

中河 原

たまプラーザ

分倍河原

青葉 台

市が尾

藤が丘

飛 田給

田奈

江 田

聖 蹟桜ヶ丘 国領

西調 布

東府中

南町田

布田

すずかけ台

府中

中央林間

つきみ野

京王よみうり ランド

成瀬

京王多 摩川

十 日市場

鶴間

つくし野

南林間

矢 野口
稲 城長沼

中 野島

稲田堤

百 合ヶ丘

鶴 川

南多摩

玉 川学園 前

読 売ランド 前

府 中本町

稲 城

谷保

柿生

北府中

高幡 不動

北 野

橋 本

八王 子

多摩センター

多摩動 物公園

大塚・ 帝京大学

松が谷

程久保

柴崎体育 館

立川 南

長沼

南平

平山城址 公園

百草園

狭間

高尾 山口

めじろ台 京王片倉

高尾

山田

京王堀 之内

南 大沢

多 摩境

東林間

相 模大野

小田急 相模原

万願寺

甲州 街道

上溝

番田

相 模原

下溝

相武 台下

矢部

原 当麻

唐木田

淵野辺

中央 大学・ 明星大 学

南 橋本

古淵

日野

豊田

座間

西八 王子

藤野
相模 湖

西国 立

相原

矢川

相 武台前

片 倉

小宮

北八 王子

八王 子みなみ野

二俣 川

湘 南台

大船

湘南江の 島

富 士見町

湘南町屋

湘南深沢

片瀬山
西鎌 倉

厚 木

本厚 木

海老名

本鵠 沼

六会 日大前

鵠 沼海岸

藤 沢本町

善行

桜ヶ丘

藤沢

長後

高座渋 谷

大和

鎌倉

湘南海 岸公園

柳小 路

石 上

鎌倉高 校前
稲 村ヶ崎

極楽寺
長谷

和田塚

弥生 台

下飯 田

北鎌倉

いずみ野

本郷 台

大船

下永谷

宮山

倉見

舞岡

香川

門沢橋

立場

寒川

三ツ境

相模大 塚

入谷

社家

鵠沼

瀬 谷

茅ヶ崎

北茅ヶ崎

中田

鶴ヶ峰

踊 場

戸塚

かしわ台

辻 堂

いずみ中央

希望ヶ丘

緑 園都市

さがみ野

南万騎 が原

東 戸塚

小田原

国府津

新松田

栢山

秦野

足柄

愛甲 石田

開成

富水

伊勢原

鶴巻温泉

渋 沢 東海大学 前

螢田

緑町

岩原
塚原

大雄山

相模 沼田

飯田岡

五 百羅漢 鴨宮

上大井

相模金 子

下 曽我

谷峨

早川

山北

井 細田

風祭 箱根板 橋

箱根湯 本

大平台

塔ノ 沢

強 羅

小涌 谷
宮ノ 下

和 田河原

穴部

入生田

東 山北

大磯

平塚

二宮

彫 刻の森

⑤ 

① 
② 

③ 
④ 

⑥ ⑦ 
⑧ 

⑨ 



１５ 

■駅別・端末交通手段割合 【東武東上線】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①志木駅                     ②朝霞台駅 

 

 

 

 

 

 

③朝霞駅                     ④和光市駅 

 

 

 

 

 

 

⑤成増駅                     ⑥下赤塚駅 

 

 

 

 

 

 

⑦東武練馬駅 

 

 

 

 

 

 

図１－１８ 鉄道駅別・端末交通手段割合（乗降計）（東武東上線） 

資料）平成２０年東京都市圏パーソントリップ調査 
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印西 牧の原

千葉ニュータウン中央

つく ば

佐貫

入地

荒川沖

藤代

ひたち野うし く

新 木

牛久

布 佐

木下

南 守谷

戸頭

取手

中 妻

北水海 道

東 川口 越谷レイクタウン

武 里

研究学 園

せんげん 台

みらい平

みどりの

一ノ 割

万博記念 公園

大袋

守谷

吉川

柏たなか

南越谷

柏 の葉キャンパス

北春日部

春日 部

三 妻

越谷

南石下

下妻

北越谷

大 宝

玉村

宗道

清 水公園

七 光台

小絹

八木崎

梅郷

運 河

藤の牛 島
川間

愛 宕

騰波ノ江

南桜 井

新取手

稲 戸井

水海道

石下

寺原

西取手

江戸 川台

初石

新守 谷

北 柏

野田市

北松 戸

馬 橋

北小金

常盤平

新 松戸

松戸新田

松 戸

南 柏

八柱

我孫子

鎌ヶ谷大仏

天王 台

初富

亀有

新鎌ヶ谷

金町

二和 向台

流山

北 千住

北 初富

く ぬぎ山

西 新井

三咲
京成高 砂

五香

元山

見沼代 親水公園

舎人

舎人公 園

谷在家

西新 井大師 西

柴 又

戸塚 安行

江北

高 野

八 潮

三郷 中央

足立 小台

流山おおたか の森

南流山

矢 切

青 井

六 町

新柴又

谷塚

草 加

梅 島

松 原団地

蒲生

新田

東 松戸

市 川大野

五反野

新三 郷

小 菅

三 郷

竹ノ 塚

東 我孫子
湖北

大師前

増 尾

新 柏

高柳

六 実

鎌ヶ谷

逆井

北綾 瀬

綾 瀬

豊 四季

白井
小室

大町

西 白井

扇大橋

鰭ヶ崎

松 飛台

小 金城趾

平和台

秋山

北国分

千葉

千葉

本千葉

蘇我

村上

東 葉勝田台

八千代中 央

桜木天台

千 葉公園

作草部

都賀

動 物公園

みつわ台穴川

市役 所前

県 庁前

上総村上

海士有 木

上総川間

上総 山田

上総三 又

上総 久保

上総 鶴舞

上 総大久保

上 総牛久

養老渓谷

飯給

月崎

光風 台

馬 立

高滝

里見

女子大

公園

ユーカリが 丘

地区センター

井野

おゆみ野

千葉寺

学園 前

大 森台

ちはら台

志津

みどり台

西 登戸

四 街道

東千葉

京成大和 田

西千葉

八幡宿

浜 野

神保 町

東 京

神田

飯田 橋 水道橋

西船橋

市川 塩浜

南船橋

根津

押 上

京成 津田沼

青砥

上 野

尾久

東京

西 日暮里

日暮里

鶯谷

御 徒町

浜松町

新橋

御 茶ノ 水

木更津

五井

稲毛

津田 沼

船 橋

市 川

新小 岩

有楽町

田町

曳舟

熊野 前

赤土 小学校前

豊 洲

新豊 洲

市 場前

有明テニスの森
芝 浦ふ頭

日の出

汐留

有明

国 際展示場 正門

台 場 青 海

船の科 学館

テレコムセンター

東 京ディ ズニーランド

ベイサイド ･ステーション

船橋 日大前

北習志野

飯山満

東 海神

新 船橋

塚田

馬込沢

亀戸

小 村井
東あず ま

浅草

堀切

鐘ヶ淵

東 向島

牛田

船橋法典

青堀

長 浦

姉ヶ崎

君津

大貫

佐貫町

袖ヶ浦

巖根

上 中里

浅草橋 錦糸町

本八幡

馬喰 町

平井

両国

小岩

下総中山

東船 橋

幕張

幕張 本郷

新検 見川

南千住三河 島

田端駒込

稲毛海 岸

新 浦安

八 丁堀

潮 見

越 中島

新 木場
葛西臨海 公園

二俣 新町

海浜 幕張

検 見川浜

新習 志野

横田

東 清川

俵田

平山

久留里

祗園 上総 清川

上総松 丘

下郡

小櫃

馬 来田

東横田

品川シー サイド

天 王洲アイル

南砂町東 陽町

東大 島

南行徳

浦安

東銀 座

妙 典

原木 中山

船 堀

木場

蔵前

本所吾 妻橋

門 前仲町

茅場 町

人形町

霞ヶ関

本郷三 丁目 篠崎

瑞江

半蔵門

虎ノ 門

東雲

菊川

稲荷町
田 原町

京橋

末広 町

住 吉

水天 宮前 清 澄白河

神谷町

森 下

秋葉 原

小伝馬 町

一之江

入 谷

三ノ 輪

町屋

芝 公園

新御 茶ノ 水

整備 場

流通センター

昭和島

大井 競馬場前

天空橋

勝どき

羽田 空港第2ビル

新 整備場

桜 田門

浅草

八広

永田町

四ツ木

京成立石

月島

海 神

京 成西船

大神宮 下

京成 大久保 実 籾
谷津

八千代 台

辰 巳

船橋競 馬場

千住大橋 京成小 岩

堀切菖 蒲園

東中山

鬼越

京 成中山

新三河島
国府台

江 戸川

春日

市川真間

溜池山 王

お花茶屋

千石

京成 八幡

菅野

白 山

東大 前

本駒込

西大島

小 島新田

新馬場

鮫 洲

竹 橋 大島

滝不 動

高根公団

高根木 戸

行徳

前 原

葛西

薬園台

習志野

西葛 西

都庁前2

練馬練 馬

要 町

池袋

板橋

大宮

西荻窪 荻窪

新大 久保

代々 木

阿佐ヶ谷 高 円寺

高田馬 場

中 野

大塚
池 袋

目白

東中野

巣鴨

上尾

宮原

四ツ谷

北上 尾

桶 川

市ヶ谷

三 鷹

赤羽岩 淵

東 新宿

西 新宿五丁 目

東武動 物公園

新宿

中 野坂上

小 竹向原

若 松河田

和光市

さいたま新 都心

浦和

赤羽

中井

落合南長 崎

新江 古田

光が丘

練馬春日 町

豊島園

曙橋

中 浦和

地下鉄 成増

地下鉄赤 塚

平 和台

板橋 本町

氷川台

西巣鴨

本蓮 沼

志村坂 上

千川

板橋区役 所前

西高 島平

要町

西台
高島平

蓮根

西早 稲田

北大宮

大宮 公園

大 和田

東 岩槻

護 国寺

豊春

七里

江 戸川橋

岩槻

栗橋

杉戸 高野台

南栗 橋

幸 手

柳生

新 古河

朝霞台

王子

朝霞

柳 瀬川

志 茂

王 子神谷

志木

落合

東武練馬

早 稲田
神 楽坂

上板 橋

方 南町

ときわ台

中野富 士見町

北池袋

中板 橋

大 山

花崎

加 須

鷲宮

久喜

東高 円寺

新 宿御苑前

西新宿

南阿 佐ヶ谷

和 戸

新 中野

姫宮

南浦和

新大塚

東浦 和

茗荷谷

西浦和
武蔵浦和

富士 見ヶ丘

川口

北 浦和

久我山

吉祥寺

三鷹台

井の 頭公園

西川 口

浦和美園

与野

川口元 郷

鳩ヶ谷

新井 宿

戸田
南 鳩ヶ谷

南与 野

戸 田公園

伊奈 中央

志久

東 十条

羽 貫

原市

沼南

与野本 町

内宿

加茂宮

丸 山

北戸田

東 宮原

今羽

吉野原

浮 間舟渡

北赤羽

北与野

蓮 田

土 呂

新 井薬師前

東大 宮

沼袋

新白岡

井荻
都 立家政

野方

白岡

下井草

東鷲宮

下落 合

古河

東伏見

上 井草
武蔵関

上石神 井

新 桜台練 馬高野台

池袋椎名町

江古田

東 長崎

中村 橋

指 扇

日進

大泉学園

石神井 公園

保 谷

十条

千駄ヶ谷
信濃町

泉岳寺

目黒

白 金台

渋谷

大崎

恵比寿

池尻大 橋

五反田

戸 越銀座

荏 原中延

北品川

品川

初台

神泉
駒 場東大前

参宮橋

代々木 八幡

中目黒

学 芸大学

祐天 寺

武蔵小山

西小山

不動前

洗 足

六本 木

広尾

青山一 丁目

表参道

原宿

乃木坂

高輪 台

五反田

北参道

麻布十 番

白金高 輪

二子玉川

東北 沢

用賀

駒沢大学

三軒 茶屋

桜新 町

上 野毛

宮 の坂

山下

上町
若林

松原

下高井 戸

芦花公園

仙川

柴 崎

つつじヶ丘

千 歳烏山

代田 橋
明大前

永 福町

桜上水

千歳 船橋

幡ヶ谷

東 松原

和泉多 摩川

登戸

笹塚

喜多 見

祖師ヶ谷大蔵

浜田山

狛江

向ヶ丘遊 園

西永福

上北 沢

成城 学園前

下北沢

都立大 学

経堂

宿河原

久地

梅ヶ丘

京急川崎

川崎
尻手

雪 が谷大塚

御 嶽山

久が原

千鳥 町

石川台

洗 足池

蓮沼

旗の台

池上

長 原

蒲田

北千束緑が 丘 大井町
中 延

八 丁畷

花月 園前

京急 鶴見

鶴見 市場

平和 島

六郷土手

京急 蒲田

梅屋 敷

雑色

大森 町

立 会川

川崎大 師

矢口渡

大森海 岸

鶴見 小野

沼部

扇 町

浅 野

浜川 崎

安善

昭 和

鵜の木

新芝浦

大川

武蔵新 田

奥沢 西大井

糀谷

西馬込

鹿島田

矢 向

馬 込

大鳥居

川崎新 町

多摩川

日吉

元 住吉

武蔵小杉

新丸 子

田 園調布

都 筑ふれあい の丘

センター南

宮崎台
宮前平

梶が谷

溝 の口

鷺沼

二子新 地

高 津
九 品仏

等 々力

新横浜

生麦

片倉町

岸根公園

北新横浜

新羽

センター北

鴨居

仲町台

大倉山

菊名

平間

武蔵新 城

武蔵 中原

妙蓮 寺

向河原

白楽

綱島

津 田山

中 川

日吉本町

大口

高田

東山 田

北山田

小机

上永谷

横浜

蒔田

堀ノ 内

弘明 寺

金沢八 景

上 大岡

東神 奈川

保土ヶ谷

三ツ沢 下町

横 浜

高 島町

桜木町

新子 安 海芝浦

港 南台

根 岸

磯 子

市大医 学部

産業振 興センター

福浦

幸 浦

並木 中央

洋 光台

並 木北

新杉田

鳥浜

関 内

石川町

山手

南 部市場

八景島

逗子

野島 公園

田 浦

東逗子

横 須賀

海の公園 南口

衣笠

東白 楽

反 町

西谷

星川

新 大津

上星川

和田町

神武 寺

天王町

六浦

安針塚

京急大津

県 立大学

子安

杉田

馬堀 海岸

追浜

浦賀

能見台

汐入逸見

黄金 町

日本大通り

元町・ 中華街

金 沢文庫

新高 島

日ノ 出町

井土ヶ谷

神奈川 新町

京急田 浦

京急富 岡

吉野町

屏風 浦

神 奈川

港 南中央

高麗川

鴻巣

北本

高麗川

北鴻巣

羽生

南羽 生

吹上

熊 谷

一本松

西大家

南古谷

坂戸

行 田

川角

ひろせ野鳥の 森

西羽生

森林 公園

東松山

上熊谷

川越市

北坂戸

新郷

武州 荒木

鶴ヶ島

川 越

高 坂

石原

霞ヶ関

東 行田

持田

行田市

ふじみ 野

若葉

狭 山市

上 福岡新狭 山

西 川越

つきの わ

笠幡

的場

南大塚

武 蔵高萩

新河 岸

国分寺

西所沢

西武遊 園地

萩山

小平

東村山

昭 島

東中神

中神

西立川

熊 川

恋ヶ窪

国分寺

鷹の台

小 川

下山口

西武球場 前

遊園地 西

入曽

所 沢

航空 公園

久米 川

西武柳沢

新所沢

花小金井
田 無

八坂

青 梅街道

一橋 学園

武蔵大 和

武蔵 境

小手指

清 瀬

秋 津

ひばり ヶ丘

仏 子

東久 留米

狭山ヶ丘

入間 市

武蔵藤 沢

高松

西武立川

武 蔵砂川

東所沢

立飛

西国分寺

拝島

新座

元 加治

立 川北

みずほ台

鶴瀬

東小 金井武蔵 小金井

泉体育 館

国 立

砂川七 番

桜街道

玉 川上水 東大 和市

東福 生 上北台

箱根ヶ崎

吾野

東武竹 沢

寄 居 玉淀

小川町

武蔵嵐 山

鉢形

越 生

武州長 瀬

武州唐沢

東毛 呂

金子

東 飯能

毛呂

男 衾

丹 荘

児玉

松 久

用土

竹沢

折原

明覚

奥多摩

高 麗

東吾 野

武蔵 横手

西 吾野

正丸

芦ヶ久保

西武 秩父

横瀬

樋口
小前田

永田

長瀞

上長瀞

武蔵五日 市
武 蔵増戸

大野原

秋 川
東 秋留

武 蔵引田

御花 畑

和銅 黒谷

波 久礼

籠 原

深 谷

桜沢

本 庄

岡部

神保原

大麻生

親鼻

明戸

本 庄早稲 田

武川

牛浜

青梅

河辺

石神 前

二 俣尾
御嶽

川井

日 向和田

小作

羽村

福生

軍畑

野 上

鳩ノ巣

白 丸

古里

秩父

沢 井

皆野

東青梅

新百 合ヶ丘

町田

調布

新 百合ヶ丘

中山

川和町

白糸 台

多磨

黒川

栗平

競艇場前

小田急永 山

是政

はるひ野

新小 金井

生田

あざみ野

こどもの国

恩田

長 津田

中 河原

たまプラーザ

分倍河原

青 葉台

市が尾

藤が丘

飛田給

田 奈

江田

聖 蹟桜ヶ丘 国領

西 調布

東府中

南町 田

布田

すずかけ 台

府 中

中央林 間
つきみ 野

京王よみうり ランド

成瀬

京王 多摩川

十日市場

鶴間

つくし野

南林間

矢 野口
稲 城長沼

中野島

稲田堤

百 合ヶ丘

鶴川

南多 摩

玉川学園 前

読売ランド 前

府中本町

稲城

谷保

柿生

北府中

高 幡不動

北 野

橋本

八王 子

多摩センター

多摩 動物公園

大塚・ 帝京大 学

松が谷

程久保

柴崎体 育館

立 川南

長沼

南平

平山城址 公園

百草園

狭 間

高 尾山口

めじろ台 京王片 倉
高尾

山田

京王 堀之内

南大沢

多摩境

東林 間

相模大野

小田 急相模原

万願寺

甲 州街道

上 溝

番 田

相 模原

下溝

相 武台下

矢部

原当麻

唐木田

淵野 辺

中 央大学・明星 大学

南橋本

古淵

日野

豊 田

座 間

西八 王子

藤野
相 模湖

西国 立

相原

矢川

相 武台前

片倉

小宮

北 八王子

八 王子みなみ野

二 俣川

湘 南台

大船

湘南江 の島

富 士見町

湘南町 屋

湘南深 沢

片瀬山
西 鎌倉

厚木

本 厚木

海老 名

本 鵠沼

六会 日大前

鵠 沼海岸

藤 沢本町

善 行

桜ヶ丘

藤沢

長後

高座渋 谷

大和

鎌倉
湘南 海岸公園

柳 小路

石 上

鎌倉 高校前

稲村ヶ崎

極楽 寺
長谷

和田 塚

弥 生台

下 飯田

北鎌 倉

いずみ野

本 郷台

大船

下永谷

宮山

倉 見

舞 岡

香 川

門沢橋

立 場

寒川

三ツ境

相模 大塚

入谷

社家

鵠沼

瀬谷

茅ヶ崎

北 茅ヶ崎

中田

鶴ヶ峰

踊 場

戸塚

かしわ台

辻堂

いずみ中 央

希望ヶ丘

緑園都市

さがみ 野

南万騎 が原

東戸塚

小田原

国府津

新松 田

栢山

秦野

足 柄

愛甲 石田

開成

富水

伊勢 原

鶴巻温 泉

渋 沢
東海大 学前

螢田

緑町

岩原
塚原

大雄山

相模 沼田

飯田岡

五百羅漢 鴨宮

上大井

相模 金子

下曽我

山 北

井細田

和田河原

穴部

東 山北

大磯

平塚

二宮

① 

② 

③ 

④ 

⑤成増 

⑥下赤塚 ⑦ 



 １６ 

⑥ 道路混雑の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１９ 延伸地域の旅行速度（上り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２０ 延伸地域の旅行速度（下り） 

資料）国土交通省「平成２２年度全国道路・街路交通情勢調査（道路交通センサス）箇所別基本表 

○国道２５４号やさいたま東村山線（志木街道）など、延伸地域の主要な幹線道路では、混雑時の平

均旅行速度が２０ｋｍ／ｈに満たないなど、走行性が低くなっている（図１－１９、２０）。 
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 １７ 

１．１．２ 延伸地域を取り巻く社会・経済情勢の把握 

⑴ 人口動向 

① 総人口、年齢別人口 

○総人口は、過去２０年間、新座市及び隣接市区は、おおむね増加傾向にあった（図１－２１）。 

○生産年齢（１５～６４歳）人口の推移は、平成１２年以降、減少傾向にある（図１－２２）。 

○高齢者（６５歳以上）人口割合は、どの地域もおおむね一貫して上昇傾向にある（図１－２３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：平成１７年の数値は、調査方法の変更によると推測される特異値が発生している地域がある。 

図１－２２ 生産年齢人口の推移（平成２年を１００とした場合） 

資料）国勢調査 

図１－２３ ６５歳以上人口割合の推移 
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図１－２１ 総人口の推移（平成２年を１００とした場合） 
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 １８ 

② 町丁目別人口動向 

○鉄道駅の近傍地域に人口が集積している。一方、練馬区大泉学園町や隣接する新座市東部地域では、

鉄道駅から離れているものの、人口密度の高い地域が広がっている（図１－２４）。 

○平成１２年から２２年までの１０年間の変化を見ると、全体的な傾向として、東京都心・副都心に

近い地域や鉄道駅近傍の地域で増加傾向にある（図１－２５）。 

○高齢化率（６５歳以上割合）を見ると、全体的な傾向として、東京都心・副都心に近い地域や鉄道

駅近傍の地域ほど高齢化率が若干低い傾向にある。練馬区大泉学園町や新座市中央部では高齢化率

が２０％～３０％と、周辺と比べてやや高くなっている（図１－２６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２４ 町丁目別人口密度【平成２２年】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２５ 町丁目別人口の変化【平成１２年⇒２２年の変化量】
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 １９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２６ 町丁目別高齢化率（６５歳以上割合）【平成２２年】 

資料）国勢調査 

③ 昼間人口 

○平成２年～２２年にかけて、新座市及び隣接市区の昼間人口は一貫して増加傾向にある（図１－２７）。 
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図１－２７ 昼間人口の推移（平成２年を１００とした場合） 

資料）国勢調査 
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 ２０ 

⑵ 将来推計人口 

① 総人口 

○国立社会保障・人口問題研究所によると、平成３２～３７年以降に人口減少が進むと推計され

ており、特に、埼玉県及び東京都多摩地域の減少が大きいと見込まれている（図１－２８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２８ 将来推計人口（総人口）（平成１７年を１００とした場合） 

資料）「日本の市区町村別将来推計人口（平成２０年１２月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所） 

 

② 生産年齢（１５～６４歳）人口 

○総人口の減少が平成３２～３７年以降と推計されている一方、生産年齢人口は今後大きく減少

すると推計されている。特に、埼玉県内では平成１７年に比べて２５％～３０％程度減少する

と見込まれている（図１－２９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２９ 将来推計人口（生産年齢人口）（平成１７年を１００とした場合） 

資料）「日本の市区町村別将来推計人口（平成２０年１２月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所） 
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 ２１ 

③ 高齢者（６５歳以上）人口 

○生産年齢人口の減少の一方で、高齢者人口は今後、急激に増加すると推計されている。特に、

練馬区では人口の量・伸びともに大きくなると見込まれている（図１－３０）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３０ 将来推計人口（６５歳以上）（平成１７年を１００とした場合） 

資料）「日本の市区町村別将来推計人口（平成２０年１２月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所） 
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 ２２ 

⑶ 延伸地域を管轄する地方自治体の財政状況 

○１９９０年代後半（平成７～１１年頃）以降、東京都、埼玉県の投資的経費は大幅に縮小した

（図１－３１、３２、３３、３４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３１ 東京都の投資的経費の推移 

出典）「東京都の財政」（平成２５年４月、東京都財務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３２ 埼玉県の投資的経費の推移 

出典）埼玉県歳入歳出決算概要 一般会計決算規模の推移（埼玉県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              出典）各都県市区ホームページ 

図１－３３ 東京都、埼玉県の土木費の推移 図１－３４ １２号線延伸沿線４市区の土木費の推移 
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 ２３ 

⑷ 東京都及び埼玉県の環境面の現状 

① 地球温暖化（二酸化炭素排出量） 

○１９９０年以降、東京都及び埼玉県における二酸化炭素の排出量はおおむね横ばいとなってい

る。運輸部門の二酸化炭素排出量は、近年では２０００年代初頭に比べ縮小傾向にあるが、全

体の１／４程度を占めており、依然として主要な排出源となっている（図１－３５、３６）。 

 

図１－３５ 東京都における二酸化炭素排出量の推移 

出典）「都における温室効果ガス排出量総合調査（2010年度実績）」（平成 25年 3月、東京都環境局） 

 

 

 

図１－３６ 埼玉県における二酸化炭素排出量の推移 

出典）埼玉県温室効果ガス排出量推計報告書（平成 25年 5月、埼玉県温暖化対策課 埼玉県環境科学国際センター） 

(千 t-CO2) 



 ２４ 

② 大気汚染 

○１９９０年以降、浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）及び二酸化窒素（ＮＯ２）の環境基準達成状況は

大きく改善されつつある。また、国道２５４号（朝霞市幸町自排）では、二酸化窒素（ＮＯ２）

の環境基準達成状況が他に比べて悪い（図１－３７、３８）。 

※「自排」とは、「自動車排出ガス測定局」の略称を測定局名として付したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３８ 二酸化窒素（ＮＯ２）排出が環境基準を超えた日数（年間） 
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※ 浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

大気汚染物質の一つであり、大気中に浮

遊している粒子状の物質で、工場のばい煙

や自動車の排出ガスなどに含まれている。 

環境基準は、１時間値の１日平均値が０．

１０ｍｇ／㎥以下であり、かつ、１時間値

が０．２０ｍｇ／㎥以下であることとされ

ている。 

図１－３７ 浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）の排出が環境基準を超えた日数・時間（年間） 

※ 二酸化窒素（ＮＯ２） 

大気汚染物質の一つで、ボ

イラーや自動車の燃焼過程

などから排出される。人の健

康への影響として、呼吸器系

への影響が知られている。 

環境基準は、１時間値の１

日平均値が０．０４ｐｐｍか

ら０．０６ｐｐｍまでのゾー

ン内又はそれ以下であるこ

ととされている。 
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⑸ 延伸地域の安全性（災害・交通事故）に関する現状 

① 地震災害に対する防災性 

○延伸地域は、地震発生時の表層地盤のゆれやすさについては、東京都及び埼玉県の市街地部の

中では相対的にゆれにくい地域である（図１－３９）。 
 

 

 

図１－３９ 地震発生時のゆれの強さの相対比較（表層地盤のゆれやすさ） 

出典：「表層地盤のゆれやすさマップ」（平成１７年１０月１９日、内閣府政策統括官(防災担当)） 

指標：計測震度増分の地域別分布状況（地震のゆれの強さの相対比較）（計測震度増分：各メッシュの直下で一律に M６．９の地

震が発生した場合、各地の平均よりもやわらかい地盤に対して、地表でのゆれが深部（工学的基盤）でのゆれに対して大きく

なる割合。） 

埼玉県 

東京都 ：延伸地域 

：延伸地域 
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② 洪水災害に対する防災性 

○延伸地域は、その多くが台地上にあるため、相対的に洪水災害の影響を受けにくい地域である

（※凡例に記された色で表示された地域がほとんど存在しない）（図１－４０）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－４０  洪水ハザードマップ 

出典）「荒川水系新河岸川・柳瀬川・黒目川浸水想定区域図」（平成２１年３月２４日指定、埼玉県)） 

 

③ 交通事故発生件数 

交通事故の発生状況について見ると、「道路延長当たりの人身事故発生件数」及び「道路

延長当たりの死傷者数」とも、練馬区は東京都特別区部平均より少なく、東村山署管内（清

瀬市＋東村山市）は多摩地域平均より多い（図１－４１、４２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）交通事故：警視庁交通総務課資料、埼玉県警交通企画課資料 

道路延長：東京都道路現況調書（東京都建設局道路管理部路政課）、道路現況調書（埼玉県道路環境課） 

図１－４１ 道路延長当たり人身事故発生件数（平成２３年） 図１－４２ 道路延長当り死傷者数（平成２３年） 

(仮称)新座中央 
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 ２７ 

１．１．３ 上位計画・関連計画の整理 

 各計画のうち１２号線延伸に関連する事項を抜粋した。 

⑴ 交通網整備に関する計画 

① 運輸政策審議会答申第１８号の概要 

答申 ： 平成１２年１月     目標年次 ： 平成２７年（２０１５年） 

■整備計画 

答申路線の選定根拠 

今後新たに整備される路線の選定に際しては、客観性を確保する観点等から、地方公共団体等から要望のあ

った路線及び本審議会の委員から提案のあった路線について、一定の条件設定の下に、個別路線ごとに輸送需

要見通し、費用対効果分析等による社会経済的効果分析及び財務分析を実施し、これに整備主体の見通し等の

鉄道整備に係る熟度を踏まえ、総合的に判断することにより答申路線を選定 

整備対象とする路線の分類 

Ａ 目標年次までに整備を推進すべき路線 

Ａ１ 現時点において既に整備に着手している路線

及び鉄道整備に係る条件がおおむね整ってお

り目標年次までに開業することが適当である

路線 

Ａ２ 整備主体の見通し等の鉄道整備に係る熟度、

投資能力等の面で解決すべき基本的な課題が

あり、現時点で開業時期は特定できないが、

尐なくとも目標年次までに整備着手すること

が適当である路線 

Ｂ 今後整備について検討すべき路線 

・沿線の開発プロジェクトの進捗状況、輸送需要動

向、投資能力等を踏まえつつ、整備の必要性、整

備方策等について検討すべき路線  
 

都市高速鉄道１２号線の位置付け 
・「路線の新設、複々線化等」の具体的路線の一つとし

て、「光が丘～大泉学園町間」が「Ａ２」に、「大泉学

園町～武蔵野線方面」が「Ｂ」に、それぞれ位置付け

られている。 

 

 

 

② 運輸政策審議会答申第１８号のフォローアップ調査の概要 

調査名称：「東京圏における鉄軌道整備の現状把握と今後の方向性の検討に関する調査」 
（平成２４年３月、国土交通省鉄道局） 

■調査の目的 
・１８号答申の達成状況の把握とともに、本検討調査において設置された検討会での意見や関係者ヒアリング

を通じ、１８号答申以降の社会・経済情勢の変化を踏まえた鉄軌道整備上の新たな課題を抽出する。 

・需要予測における予測値と現況との乖離要因を分析するとともに、予測精度の向上に向けた検討を行う。 

■調査結果概要 
１ 鉄軌道整備上の新たな課題 
１－１ １８号答申の達成状況等 
⑴ １８号答申の基本５項目の達成状況 

①混雑緩和 
・混雑率は年々低下するも、目標である１５０％には達しておらず、１８０％

以上の路線も依然として存在。また混雑率改善に地域差がある。 

②速達性向上 ・相互直通による速達性向上の一方、遅延発生時には影響が広範囲に拡大 

③都市構造・機能再編整備

等への対応 

・都市開発の遅れにより予測値と実績値に乖離が発生 

・都心部等の既存駅周辺での大規模開発による交通負荷が増大 

④空港、新幹線等へのアク

セス向上 
・より一層の強化が必要な地域が存在 

⑤バリアフリー化、 

シームレス化の推進 

・バリアフリー化は相当進展したが、引き続き促進が必要 

・駅前広場整備の遅れにより交通結節機能の低い駅が存在 
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 ⑵ 鉄軌道整備を取り巻く最近の各種動向に基づく課題 
 
１－２ 自治体、鉄道事業者の鉄道整備に対する現状認識・意向 
⑴ 開業済み路線の問題点や需要創出に関する取り組み 

開業後の問題点 

・駅前広場未整備→交通結節機能が低い、バス路線の乗り入れ無し 

・沿線開発の遅れによる鉄道需要の低迷 

・相互直通運転による遅れ等の影響範囲の拡大 

・設備の維持更新に伴うコスト負担増 

・旅客輸送の偏り（上下方向での）が激しい 

・相互直通事業者が多く、輸送計画、新技術導入の検討に制約  等 

開業後の｢まち｣の変化 

・移動利便性が向上、交通不便地域が解消、既存路線の混雑緩和 

・速達性向上が見込まれる地域において企業誘致が進展 

・沿線での良好な住宅供給、再開発地区のまちづくりに寄与→人口増加 

・鉄道事業者と地元との協働による PR活動の活発化  等 

開業路線の需要創出の取

り組み 

・PR活動の実施、映画･ﾄﾞﾗﾏ･CMの誘致による知名度向上、イベントの実施 

・企画乗車券の発売 

・輸送力増強、駅広整備等によるサービス改善、利便性向上 

・駅周辺等での商業施設や生活支援施設の整備  等 

 
 ⑵ 未着手路線の未整備要因、今後の方向性 

新線建設関係 

・導入空間（用地確保）の困難、導入空間となる都計道が未整備 

・採算確保が困難、事業費抑制が必要、財源確保が困難 

・鉄道整備のための財源確保方策、事業スキームが未確立 

・費用負担、事業に対する沿線自治体間の意見の相違 

・沿線まちづくりとの不整合（まちづくりの遅れや中止等）、沿線開発が必要 

・人口減尐によるまちづくりのリスクの存在  等 

既設路線改良関係 
・既存建物の存在（協議中） 

・輸送人員変化を見極め、増便や増結等を検討  等 

補

助

制

度

関

係 

都市鉄道利便増進事業 

・償還期間の３０年から４０年への延長検討が必要 

・補助率引き上げによる自治体負担の軽減や、財政措置が必要 

・運行主体の受益相当額を整備主体へ償還する仕組みが運行主体の参画を促し

にくくしており、改善が必要 

・適用範囲の拡大が必要（車両留置設備、モノレール、複々線化への適用） 

・鉄道事業者の支払い上限の設定が必要  等 

地下鉄補助 
・適用範囲の拡大が必要（車両、大規模改良工事等、民間事業者への適用） 

・自治体負担割合の軽減が必要 

・国の補助枠を１割削減することなく確保することが必要  等 

その他 
・国の支援措置の拡充、適用範囲の拡大 

・補助対象事業者の見直しが必要 

・協調補助制度の見直しが必要  等 

 
 ⑶ １８号答申以降の新たな課題の認識 

高齢化、人口減尐への対応 

・バリアフリー化、シームレス化のさらなる強化 

・定住人口増加施策の検討、逆方向需要確保のための企業誘致等 

・新たな交通システムの検討 

・高齢者の需要喚起のためのサービスの検討 

・国や自治体からの支援が不可欠 

・需要予測精度の向上が必要 

・鉄道駅を中心としたまちづくりの進展が必要  等 

環境問題への対応 
・短距離移動における公共交通への転換施策の推進 

・ＭＭの推進  等 

国際競争力への対応 ・交通結節点（空港等）と主要拠点とのアクセス性の向上 

ニーズ多様化、情報化への対応 ・乗換抵抗の軽減、着席ニーズへの対応  等 

都市構造と鉄道 

総合交通体系の中での鉄道 

・都心と幹線ターミナル間のネットワーク強化 

・都市のコンパクト化に向けたまちづくりと鉄道整備の連携 

・鉄道とバス・タクシー等との連携に向けた取り組み 

・他社線、他モードとの連携による乗り継ぎ利便性の向上 

・地域コミュニティにおける駅の拠点化と活用 

災害への対応 ・事故、災害時におけるリダンダンシーの確保  等 



 ２９ 

経営上の課題 

・安全対策、バリアフリー化への投資が経営上の負担 

・国庫補助対象外の耐震補強が未施工箇所として残っている 

・バリアフリー施設の維持管理が今後増加の見通し 

・今後は予防保全管理手法に立った計画的な維持管理が必要 

・沿線自治体とのタイアップによる需要創出 

・経営の効率化、高架下等資産の有効活用  等 

 

１－３ 鉄軌道整備における新たな課題の抽出 

社会経済状況変化 

・超高齢化への対応（バリアフリー化、異モード間の連携） 

・人口減尐下、成熟化した社会における高質なサービスのあり方 

・国際化への対応（空港・新幹線アクセス、外国人対応） 

・地球温暖化への対応（モーダルシフト、技術開発）  等 

国際競争の激化 
・国際化への対応（空港・新幹線アクセス、外国人対応） 

・都心部需要の増大への対応（開発と鉄道整備との連携）  等 

東京圏の都市構造変化 
・都心部への都市機能の集中への対応（開発と鉄道整備との連携等） 

・郊外地域の活力低下への対応（まちづくり、観光）  等 

公共交通の維持発展への期待 

・新たな交通モードの導入（ＬＲＴ等）、都心ターミナル強化、情報提供 

・公共交通の維持確保（異モード間の乗り継ぎ強化等） 

・交通結節機能の強化 

・地域と連携した鉄道駅を中心としたまちづくり  等 

災害に強い鉄軌道への期待 
・リダンダンシー確保の観点からの鉄軌道機能の充実 

・鉄軌道の迅速な復旧対策  等 

鉄道整備制度充実への期待 
・駅改良等における受益者負担のあり方の検討 

・鉄道整備と補助制度のあり方の検討 

・社会経済状況変化、ニーズ変化に対応した鉄道整備の制度面の対応 

 
２ 需要予測に関する検討 
２－１ 検討方法 

① １８号答申時の予測値と実績値との乖離要因分析 

１８号答申時の現況値（平成７年）と予測値（平成２７年）から平成１７年予測値を算出し、実績値と

比較 

⇒ 乖離要因を分析し、今後の鉄軌道整備計画を検討する際の需要予測における留意点を検討 

② 需要予測精度向上に向けた改良点の検討 

１８号答申以降の都市鉄道調査において改善が必要とされた課題の整理→優先課題の抽出 

⇒ 抽出された課題に対する方向性の検討 

 
２－２ 予測値と実績値の乖離要因の分析 

・路線による違いはあるものの、予測値と実績値は±１０％の範囲から大きく外れていない。 

・埼玉方面がやや過大に予測されているなど、地域によりばらつきがある。（下記は、予測／実績） 

多摩方面：0.94 神奈川方面：0.86 埼玉方面：1.02 千葉方面：0.96 常磐方面：0.86 

 

・予測に用いた四段階推計法のうち、分布交通量予測と分担交通量予測を確認 

→夜間人口の都心回帰の傾向がうまく反映できていなかった。 

→多摩、横浜市、川崎市、千葉市で社会増減率が過尐、埼玉北部で社会増減率が過大 

→夜間人口の予測誤差の影響と、女性就業率を過大に設定→東京圏全体としては、就業人口が過小 

→就業人口の予測誤差の影響と、多摩、横浜市等の伸び率が過小に設定 

→東京圏全体、また、多摩、横浜市等で従業人口が過小 

 
２－３ 今後の需要予測において留意すべき事項 

・過去のトレンドと直近の現象を加味した将来の見極めが重要（社会増減率、就業率） 

・政策や計画・構想の情報を収集し、今後の方向性をとらえることが重要（都心部容積率緩和等） 

 
２－４ 需要予測精度向上に向けた改良点 

・私事目的区分の細分化：自宅発と自宅外発の私事は機関分担が異なることを加味し私事を２区分に 

・帰宅目的の扱い：通勤・通学・私事の逆トリップではなく、四段階推計法に従うとともに、目的を細分化 

・性年齢階層の違いを予測へ考慮することが必要（性年齢階層により就業場所に違いが生じている） 
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③ 練馬区都市交通マスタープラン 

基本的考え方と基本目標（１２号線延伸関連事項）：新規鉄道路線の早期実現、交通導入を支える道路網整備 

⇒ 大江戸線整備促進（導入空間の都計道整備、まちづくり推進） 

重点テーマ：公共交通空白地域における移動性向上ほか 
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 ⑵ 広域の都市整備に関する計画 

① 首都圏整備計画 

名称・策定年 首都圏整備計画（平成１８年９月、国土交通省） 

■地域構造の基本的方向 ： 「分散型ネットワーク構造の構築」 

○都市機能が集積する拠点的都市を中心に、業務、商業、文化、居住等の諸機能がバランスよく配置された自

立性の高い地域を形成 

○各拠点的都市が首都圏内の他拠点、首都圏外拠点との相互連携・交流によって機能分担・補完し高め合う地

域の構造を目指す。 

＜近郊地域の方向＞ 

・環状方向の拠点的都市を環状拠点都市群として育成・整備、相互連携の強化により、東京中心部との適切な

機能分担を推進 

・東京中心部に隣接する市街地等では都市空間の再編整備を推進 

・業務機能等の都市機能集積を有し広域的な連携・交流の要となる広域連携拠点を業務核都市として育成・整

備 

・交通結節点等で生活や商業等の機能集積がみられ地域の中心性を有している都市を地域の拠点となる都市と

して育成・整備 

【首都圏整備計画概要図】 

 

【延伸地域が含まれる「近郊地域」について】 

・業務、商業、文化、居住等の諸機能がバランス良く配置された自立性の高い地域の形成 

・環状方向の交通ネットワーク形成と拠点的な都市相互の連携の強化 

・都市近郊の緑地空間の保全・創出  ほか 
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  ② 首都圏メガロポリス構想 

名称・策定年 首都圏メガロポリス構想（平成１３年４月、東京都） 

目標時期 ２０２５（平成３７）年 

■２１世紀の首都像：「分散型ネットワーク構造の構築」 

・約３，３００万人の集積が支える世界最大の首都 

・一国に匹敵する経済活力を持つ世界のリーディング都市 

・アジアの新しい文明をリードする生活都市 

・４００年の歴史を有する魅力ある文化都市 

・山･海･川など豊かな自然環境と共生する環境都市 

・地震などの自然災害を克服できる防災都市 

⇒ 

圏域づくり戦略 

・集積メリットを生かす環状メ

ガロポリス構造の構築 

・圏域の一体的機能発揮を実現

する広域連携戦略 

■環状メガロポリス構造の構築 

・環状方向のネットワーク強化 

・広域連携による首都圏メガロポリス全体の一体的な機能発揮 

・環境との共生（水と緑の骨格を形成） 

・コアや都市軸が骨格となり集積のメリットを発揮 

・５つのコアが首都圏メガロポリスの活力と魅力の発揮を先導 

・核都市連携都市軸と東京湾ウォーターフロント都市軸を連結

し、人･モノ･情報の流れの円滑化、効率化する環状都市軸の

形成 

・環状方向の連携強化と、センター・コアとの接続による全体

の効率的、効果的な機能連携の実現 

 

■広域連携戦略の展開 

・迅速なアクセスを実現する交通連携 

・都県連携による空港機能の強化 

・東京湾の一体的整備 

・効率的な広域物流システムの構築 

・広域防災連携の推進 

・首都機能（国家の中枢機能）のバックアップ 

・東京湾の水質改善に向けた一体的な取り組み 

・大気汚染対策の連携 

・リサイクル・廃棄物処理連携 

・首都圏メガロポリス情報ネットワーク 

・２１世紀を支える人づくり 

・産業政策における広域ネットワークの構築 

・広域行政の新たな展開 

 

 

＜迅速なアクセスを実現する交通連携＞ 
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⑶ 東京都・埼玉県の都市整備に関する計画 

① 東京都 

名称・策定年 「東京の都市づくりビジョン（改定）」（平成２１年７月） 

○北部環８周辺地域（練馬区他）に関する記述 

・身近な公共交通により主要施設・拠点等を連絡する利便性の高い市街地を形成 

・市街地内農地等、ゆとりある生活や自然とふれあう機会の提供空間として潤いのあるまちを形成 

・外環、環８を軸とする緑と石神井川、白子川等の水辺に囲まれた良好な低中層住宅地を形成 

大泉学園：交通結節点機能の向上・商業環境の活性化により、魅力と活力のある地域拠点形成 

土支田・高松：道路沿道の住宅と店舗とが調和した街並みの形成、農地や屋敷林などの保全によ

り、緑豊かで災害にも強い魅力と活力ある地域拠点形成 

○東村山・清瀬・東久留米地域に関する記述 ・・・ 「農・住調和地区」 

・樹林地や農地の保全と、農地の多様な機能を生かした農・住調和の潤いのあるまちを形成 

・農地を生かした地域の活性化、農地の保全により美しい農のある風景を形成 

・市街地内農地を防災上の貴重なオープンスペースとして活用 

○１２号線に関する記述 

・人、モノの流れを円滑化する骨格的な交通基盤の強化策として、「１８号答申の未整備路線・区間の整備

について、需要動向や事業採算性、投資効果などを見極めながら検討する。」 

・震災時にも機能する都市機能の強化策として、多様な物流ルートの確保のため、「鉄道事業者と連携して、

地下鉄などの鉄道路線網を活用するとともに、緊急物資やけが人を船で輸送するための防災船着場の整備

を進める。」 

 

② 埼玉県 

名称・策定年 
１)「まちづくり埼玉プラン」（平成２０年３月） 
２)「埼玉県５か年計画」（平成２４年６月） 

○土地利用の基本方向 
・都市と自然・田園が共生し、コンパクトな都市を目指すため計画的な土地利用を進める。 

○県南ゾーン（新座市他）の土地利用の方向性 

・現在の大規模で高密度な市街地を維持し大都市らしく「効率的」に暮らし続ける集約的なまち 

・拠点性の高い駅を中心に商業・娯楽・医療・福祉等の多様な機能の集積 

・駅周辺では周辺の住環境に配慮しつつ、中高層の都市型居住を推進 

・公共交通や自転車の利用促進、人を優先とした社会基盤への更新 

○都市施設の基本方向 

効果の高い都市施設整備。社会経済情勢変化に

合わせた計画の見直し。利用者の視点に立った

既存施設更新 

○１２号線に関する記述(埼玉県５か年計画) 

「輸送力の増強や利便性・安全性の向上を図り、

快適で安全・安心に利用できる公共交通機関の整

備を推進。関係自治体との連携により、地下鉄延

伸をはじめとする新線の検討を進める。⇒運輸政

策審議会答申第１８号（平成１２年１月）に位置付け

られた新線などの検討」 

 

 

【県土構造】 

 

凡例 
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⑷ 延伸地域の各市区の総合計画     

① 練馬区 『練馬区基本構想（平成２１年１２月） 長期計画（平成２２年３月）』 

施策の体系（本調査に関連する事項） 

・環境負荷の低減（地球温暖化防止の促進） 

・地域特性に合ったまちづくり（土地利用の計画的誘導、調和のとれた都市景観の形成） 

・災害に強いまちづくり（良好な市街地形成、まちの拠点機能の向上、災害に強いまちづくり） 

・良好な交通環境づくり（公共交通の充実、道路ネットワーク整備、快適な道路環境の整備） 

⇒ 大江戸線延伸予定地区等のまちづくりの推進 

⇒ 大江戸線大泉学園町方面への延伸に向けた取組の推進 

 

② 新座市 『第４次新座市基本構想総合振興計画（平成２３年３月）』 

 

重点戦略：関越道スマート IC の検討、１２号線延伸実現に向けた新

たな都市拠点を想定したまちづくり構想の策定 

施策の体系（本調査に関連する事項） 

都市計画 有効な土地利用推進、都市拠点整備（市中央部、新座駅） 

道路 生活道路整備、幹線道路の整備、関越道スマート IC検討 

公共交通網 
１２号線延伸の取組、既存鉄道･路線バスサービス充実、 

駅・バス停駐輪施設設置 

観光 

遊歩道等整備、見どころづくり、新座版グリーンツーリ

ズム、ふるさと新座館･ふるさと歴史館整備の検討、玄

関口となる駅周辺で魅力ある都市空間の整備（１２号延

伸含む） 

防災・消防 避難場所整備、防災設備充実、防災性の高い住環境づくり 

 
③清瀬市 『第３次清瀬市長期総合計画後期基本計画（平成２１年３月）』 

 

重点的取組 ： 都市基盤整備（⇒多摩地域南北方向や所沢方面

へのアクセス性向上に資する道路整備等） 

施策の体系 

公共交通 
コミュニティバス運行、路線バス網充実、１２号線

延伸要請 

道路 

都計道・市道・橋梁整備、都道整備要請、踏切改善、

自転車利用促進のための環境整備、道路環境改善、

水と緑の散歩道等整備 

産業 
集客力のある商店街づくり、新しい産業育成、中心

市街地の分断解消 

住環境 
都市景観の形成、地区計画等の推進、秩序ある良好

な市街地形成 
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⑸ 延伸地域の各市区の都市計画マスタープラン 

① 練馬区（『練馬区都市計画マスタープラン』） 

土地利用指針（第５地域＝大泉地学園町

ほか） 

・大江戸線延伸及び補助２３０号線整備に合わ

せ、現在の地域コミュニティの分断に配慮し

ながら、周辺の土地利用と調和した沿道型土

地利用の形成を計画的促進 

・地下鉄大江戸線の新駅予定地周辺では、地域

の特性を生かし、みどりを大切にした生活拠

点として、生活の利便性を高める施設の立地

促進  

■まちづくりに際して配慮を要する点：地下鉄大江戸線、補助２３０号線、交通不便地域の解消 

・大江戸線と補助２３０号線整備の手順や手法など具体的な情報提供が必要、まちづくりと一体的整備が必要 

・大江戸線延伸導入空間として補助２３０号線整備を都に要請、稲荷山や清水山などの湧水への配慮が必要 

・補助２３０号線関連の土地区画整理事業に関して、現在の計画状況や今後の進め方の住民への明示が必要、

土支田新駅予定地周辺を先行区域として予定 

・大江戸線開通までの対策としてバス交通充実が必要（新ルート等の事業者働き掛け、シャトルバス増便検討） 

 

② 新座市（『新座市都市計画マスタープラン（見直し）』） 

○１２号線延伸構想地区（新都市拠点） 

・１２号線延伸実現に向け、市中央部における新たな都市拠点

の整備を想定したまちづくり構想の策定を進める。 

⇒ 本市中央部のシンボルとなる地区として新たなまちづく

りを行うゾーンを位置付ける。環境重視型の市街地整備を

基本とし、商業・業務施設、道路等の整備、多様な機能を

持った複合施設（交流拠点）の建設 

⇒ ゾーンの大半を占める市街化調整区域では、自然環境と

の調和に配慮しつつ、有効な土地利用への誘導を進め、国

道２５４号沿道地区では、産業系土地利用への転換を検討 

⇒ 観光振興の促進等を図るため、関越自動車道へのスマー

トインターチェンジの設置に向けた研究を引き続き実施 

⇒ １２号線の延伸促進活動等を行い、中央部にふさわしい

都市的利便性の確保を図る。 

交通ネットワーク構想図 

 

■交通ネットワーク構想（１２号線延伸関連事項） 

○公共交通網の充実と利用促進 

・バス網の改善・充実 

○都心への利便性向上と新たな鉄道路線の確保 

・１２号線の武蔵野線方面延伸の機運醸成、関係者へ働き掛け 

○駅での交通結節機能の整備 

・駅アクセス道路・駅広の整備、駐車・駐輪施設の確保、インフォメーション機能の有効活用 

※ スマートインターチェンジ 

  高速道路の本線上、サービスエリ

ア、パーキングエリア等に設置され

ているＥＴＣ専用のインターチェン

ジ 



 ３６ 

 ③ 清瀬市（『清瀬市都市計画マスタープラン』） 

 

■道路・交通体系整備方針          ■北部地域のまちづくりの方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

都市高速 12号線の延伸に伴うまちづくり 

(新駅設置にあわせた駅前広場等の整備、

商業業務機能の集積) 

(病院街方面を結ぶバスルートの見直しと新

座駅へのアクセス検討) 

老朽化が見られる住宅団地の改善 

老朽化が見られる

住宅団地の改善 

都市計画道路の整備 

生活道路の整備 

幹線道路沿道の適正な土地利用誘導 

生活道路の整備 

幹線道路沿道の適正

な土地利用誘導 
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⑹ 延伸地域における面整備計画

図１－４２ 延伸地域及びその周辺における面整備地区

○練馬区内では１２号線延伸の導入空間である補助２３０号の整備を伴う土地区画整理事業が

実施されている（図１－４２）。

○新座駅周辺においては、完了したものを含めて複数の土地区画整理事業が存在する。事業が

完了した新座駅南口地区は高層の共同住宅及び商業施設が建ち並び、事業完了が間近である

新座駅南口第２地区及び事業中の新座駅北口地区は、主として中低層住宅（駅前は高層の共

同住宅及び商業施設）で構成される計画である。また、大和田二・三丁目地区については産

業系土地利用を計画している（図１－４２）。

（仮）新座中央清瀬市

新座市

練馬区

Ｃ

Ｄ

Ａ
Ｂ

土地区画整理事業地区（完了）

土地区画整理事業地区（事業中）

土地区画整理事業地区（計画・構想）

市街地再開発事業地区（完了）

市街地再開発事業地区（事業中）

Ａ 新座駅南口土地区画整理事業

Ｂ 新座駅南口第２土地区画整理事業

Ｃ 新座駅北口土地区画整理事業

Ｄ 大和田二・三丁目土地区画整理事業
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１．２ 延伸地域の特性・課題と鉄道導入により期待される効果
１．１で整理した延伸地域の現状及び諸動向の内容を踏まえ、当地域の「交通」、「まちづくり」

及び「社会・経済情勢」から特性・課題を整理するとともに、鉄道導入により期待される効果を

検討した。

１．２．１ 延伸地域における交通上の課題

⑴ 公共交通の利便性向上

① 鉄道空白地域の解消

練馬区北西部から新座市にかけた既成市街地は鉄道駅から遠く、鉄道空白地域となって

おり、これを解消することが課題である（１.１.１⑶②）。

② 最寄駅へのアクセス性の向上

延伸地域では、最寄駅までの移動手段として路線バスが配置されているが（１.１.１⑶

①）、バスが走行する道路の混雑時平均旅行速度が低く（１.１.１⑷⑥）、定時性が確保で

きないことから、最寄駅までのアクセス性の向上が課題である。

また、当該道路は、既成市街地を通っているため、混雑解消を目的とする道路の拡幅や

新設は極めて困難な状況にある。

⑵ 道路交通の改善

① 道路の混雑緩和

延伸地域の道路網はおおむね格子状に配置されているが、一部で混雑度が高くなってい

る（１.１.１⑷⑥）。延伸地域においては自動車利用割合が比較的高く、最寄り駅までのア

クセスは路線バスや自家用車による送迎等によっているため、道路の混雑緩和を図ること

が課題である。

② 自動車依存構造の改善

延伸地域は、鉄軌道系公共交通網がなく、自動車を利用する割合が相対的に高いため

（１.１.１⑷①）、多様な交通手段が利用できる交通環境を整備し、自動車依存構造の改善

することにより、地球温暖化や大気汚染に係る環境負荷の低減を図ることが課題である。

⑶ 延伸地域の交通基盤の強化

① 延伸地域への機能立地の促進、諸活動の活発化を図るための交通基盤の強化

延伸地域への機能立地を促し、諸活動の活発化を図るための交通基盤の強化が必要であ

る。

② 新たな鉄軌道系交通網としての１２号線の延伸とその具体化

１２号線の延伸は、延伸地域における交通基盤の強化に寄与し、上記の交通上の課題解

決が図られるとともに、交通利便性の向上により新たなまちづくりを展開する契機になる

と見込まれるため、その具体化を図っていくことが必要である。

③ 延伸地域のアクセス性を高める道路網の整備

延伸地域のアクセス性を高めるため、１２号線延伸と共に、道路網の整備が必要である。

また、延伸地域においては、都市計画道路の一部が未整備となっているため、既設道路

の混雑緩和や１２号線延伸線新駅までのアクセス性の向上といった点を考慮し、整備促進



３９

を図ることが課題である。

１．２．２ 延伸地域におけるまちづくり上の課題

⑴ 延伸地域の都市特性をいかしたまちづくり

① 延伸地域の地理的優位性をいかしたまちづくり

延伸地域は、東京都心・副都心から近距離に位置し（１．１．１⑴①）、また、海や氾濫

のおそれのある河川が付近になく、東京都と埼玉県（山間部を除く。）の中では地震に対し

てゆれにくい地盤であるため耐災性が高い（１．１．１⑴③及び１．１．２⑸①）。そのた

め、延伸地域は、「都心に通勤する労働者等が安心して住むためのベッドタウン」や「災害

時における首都機能のバックアップ機能」としてのポテンシャルを有している。こうした

ポテンシャルの活用を進めるためには、都心部と直結した鉄道の整備により、延伸地域を

東京都心・副都心から「時間的」にも近くに位置させることが必要である。

② 各地域の土地利用等の現状への対応

延伸地域では、地域の土地利用等の現状により異なる課題を有しており、これらに応じ

たまちづくりの方向性及び具体的な方策を検討していくことが必要である。

③ 不足する主要施設の立地誘導による生活利便性の向上

第三次救急医療機関や大規模商業施設など、延伸地域及びその周辺に立地が少ない施設

の誘導を図り、生活利便性の向上を図っていくことが望まれる。

⇒ 第三次救急医療機関は、所沢市に１か所あるものの、主に東京都区部に集中しており、延伸地域や西武池袋線・

東武東上線沿線とその周辺は比較的立地が少ない（1.1.1(2)）。

④ 既存施設及び立地誘導を図る施設の活用

延伸地域には、関越自動車道、陸上自衛隊朝霞駐屯地及び埼玉県新座防災基地といった

施設が立地している。

関越自動車道は、延伸地域を貫く高速道路であるが、延伸地域からの出入りはできず、

また、新座料金所付近の上り車線では、交通渋滞が頻発している。そのため、当地域にス

マートインターチェンジを設置することで、こうした課題を解決するとともに、１２号線

延伸線新駅との連携によるパークアンドライドシステムの構築を図り、東京都心部と北関

東方面を結ぶ広域的な交通ネットワークの形成が期待される。

さらに、陸上自衛隊朝霞駐屯地及び埼玉県新座防災基地は、大規模災害時に救援・復旧

活動拠点となる重要な施設であるため、災害時において、都心直結路線である１２号線と

北関東方面を結ぶ関越自動車道との連携と併せて、これらの施設を一体的に活用すること

で、緊急輸送ネットワーク及び防災拠点の形成が期待される。

こうした点は、③で触れた新たに立地誘導を図る施設との連携を図ることにより、その

・練馬区：既存の住宅街が広がっている大泉学園町などにおける良好な居住環境を保全する一方で、最寄

駅が遠く住民の日常生活に生じている不便の解消を図ることが課題

・新座市：市域の南北端を通る西武池袋線と東武東上線の駅を中心に市街地が形成されている一方で、中

央部には市街化調整区域が広がっており、市域全体において自然環境の保全と都市機能の充実

をバランスよく計画的に進めていくことが課題

・清瀬市：古い大規模団地の更新や市北部地域における生活機能の拡充を図っていくことが課題
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効果が更に増加し、広域に波及していくことが期待される。

⑵ 上位計画・関連計画との整合性確保

① 今後の鉄道整備に対する国の方向性

「運輸政策審議会答申第１８号」が示された平成１２年以降、鉄道整備を取り巻く社会・

経済情勢が変化する中、国においては、平成２４年３月に同答申のフォローアップとして

「東京圏における鉄軌道整備の現状把握と今後の方向性の検討に関する調査報告書」を取

りまとめた。この中では、鉄道整備を取り巻く最近の各種動向から今後想定される課題例

として、「災害に強い鉄軌道」など新たな視点を掲げており、鉄道整備と一体的に実施する

延伸地域のまちづくりを検討する上では、こうした点も考慮する必要がある。

また、国においては、東京圏における今後の望ましい都市鉄道の在り方に関して調査検

討を進めていることから、この検討結果にも着目していくことが必要である。

② 国、東京都及び埼玉県の都市整備に関する広域計画

東京都の計画では、延伸地域を利便性の高い市街地形成や、自然をいかした良好なまち

の形成を図るべき地域と位置付けている（１．１．３⑶①）。埼玉県の計画では、コンパク

トな都市を目指すための計画的な土地利用を進めるとしている（１．１．３⑶②）。１２号

線延伸は需要動向等を見極めながら検討するとの位置付けとなっていることから、これら

の計画を前提に、延伸地域の将来像を検討することが必要である。

また、鉄道整備とまちづくりには多額の費用を要することから、その実施によって創出

される効果は延伸地域にとどまらず、より広域に波及されるものであることが望まれる。

まちづくりの検討に当たっては、こうした視点にも着目し、延伸地域の課題解決と特性を

いかすための機能を配置するなどの検討が必要である。一例として、東京都の首都圏メガ

ロポリス構想で掲げられているような「首都圏の防災性能を広域連携により向上させるた

めに必要な機能」や「首都機能（国家の中枢機能）のバックアップ的な役割」を盛り込む

ことが考えられる。

③ 延伸地域各市区の総合計画及び都市計画マスタープラン

各市区の総合計画及び都市計画マスタープランにおいては、１２号線延伸を前提とした

まちづくりを位置付けている（１．１．３⑷⑸）。延伸地域のまちづくりは、これらを基本

とし、整合を図るとともに、１２号線の延伸と一体的な実施について検討する必要がある。

④ 緑の基本計画

延伸地域のまちづくりを展開する際は、緑地保全地域等への影響の有無を考慮するなど

「緑の基本計画」との整合性を図ることが必要である。自然との共生や緑地保全について

は②においても掲げられており、広域的な視点においても重視されている。

延伸地域が有する貴重な自然資源を活用することにより、優れた街並みを形成し、ス

ローライフの実現など「市民生活の質的向上」や「来訪者の増加」につながるまちづくり

が可能となる。

⑶ 面整備計画

延伸ルートや新駅予定地周辺では、練馬区の土支田中央地区やＪＲ新座駅周辺において土

地区画整理事業が進められているものの、その他は土地区画整理事業等の具体的な計画が少
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ないため、まちづくりを行うに当たっては具体的な土地利用方針とその開発規模等の検討が

必要である（１．１．３⑹）。

１．２．３ 延伸地域を取り巻く社会・経済情勢上の課題

⑴ 人口動向

① 今後の人口減少、高齢化に対応したまちづくりの検討

通勤通学の需要源である生産年齢人口の減少、高齢者人口の増加に対応し、多様な交通

需要を生み出すようなまちづくりを検討していくことが必要である。

② 多様な世代が居住するコミュニティの形成

鉄道空白地域を中心とした地域で人口減少、高齢化を生じさせないよう、まちの更新や

交通利便性の向上により新たな住民の転入を促し、多様な世代からなるコミュニティの形

成を図ることが必要である。

⑵ 財政面

投資的経費が縮小する中にあって、社会基盤整備に要する費用の確保、整備費用を圧縮す

るための方策について検討を行うことが必要である。

⑶ 環境面

温室効果ガス及び大気汚染物質の排出量は改善されつつあるが、運輸部門の影響は依然と

して大きく、更なる排出抑制が必要である。

⑷ 防災性の向上

地震災害時等における鉄道路線相互の代替性を確保する必要がある。

また、延伸地域は災害に強い地理的条件に加え、関越自動車道や災害時等有事の際に救援・

復旧活動の拠点となる陸上自衛隊朝霞駐屯地及び埼玉県新座防災基地が立地していることか

ら、こうした施設・設備との連携により、緊急輸送ネットワーク及び防災拠点の形成を図る

ことで、防災性の向上が期待される。

⇒ 東日本大震災では、首都圏の鉄道路線の多くが不通となり、運転再開が翌日になった路線もある中で大江戸線は

早期に復旧したことから、地震災害等において他路線の代替機能を果たすことが期待できる。

⑸ 交通安全

交通事故の発生を減少させるため、より安全性の高い交通環境への改善が必要である。
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１．２．４ 延伸地域への鉄道導入により期待される効果

１．２．１～１．２．３において整理した、「交通」、「まちづくり」及び「社会・経済情勢」

の特性・課題を踏まえ、１２号線が延伸した場合に期待される効果について、検討した。

本章の検討において想定される鉄道導入の効果としては上記事項が挙げられるが、第２章以

降では、これらの事項について検証を加えていく。

○東京都心･副都心を始めとする多方向への移動時間が短縮される。

○通勤通学等における移動時間の短縮により自由時間の増大が図られる。

○自動車から鉄道への利用転換による道路混雑の緩和や環境改善、交通事故の減少等が図られ

る。

○移動性の向上により延伸地域への居住、企業立地等が促進される。

「交通」から見た鉄道導入の効果

「まちづくり」から見た鉄道導入の効果

○交通利便性の向上による新たなまちづくりの展開の契機となる。

○鉄道アクセスが可能となり、また、道路整備も含めた新たなまちづくりが展開されることで

新たな拠点が形成され、様々な施設の立地が促進される。

○新たなまちづくりの実現により、新たな居住者の転入や諸機能の集積が図られ、地域経済の

活発化、生活利便性の向上が期待される。

○鉄道と関越自動車道との連携によるパークアンドライドシステムの構築により、自動車から鉄道への

利用転換が促進されるとともに、広域的な交通ネットワークの形成が期待される。

○鉄道と延伸地域に立地する関越自動車道や陸上自衛隊朝霞駐屯地、埼玉県新座防災基地といっ

た既存の施設、更には新たに立地誘導を図る施設との連携により、緊急輸送ネットワーク及び防災

拠点の形成が期待される。

○鉄道導入のインパクトにより、新たな住民の転入とこれによるまちの更新、新たなまちづく

りの契機となり、多様な世代が居住し、活力あるまちの創造が期待される。

○自動車から鉄道への利用転換による道路混雑の緩和や環境改善、交通事故の減少等が図られ

る。

○鉄道導入と新たなまちづくりにより、緊急輸送ネットワーク及び防災拠点の形成、更には災

害時における帰宅者の代替ルートの構築が図られ、防災性の向上が期待される。

「社会・経済情勢」から見た鉄道導入の効果


